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特
集   
人
材
育
成
と
商
工
会
議
所
の
検
定

　
会
社
の
成
長
の
カ
ギ
は
、
経
営
者
の
手
腕
と
、
社
員
の
能
力—

そ
う
言

い
切
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
特
に
、
現
場
で
汗
を
流
す
社
員
が
、

い
か
に
意
識
を
高
く
持
ち
、
自
己
成
長
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
か
に

よ
っ
て
、
会
社
の
未
来
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
商
工
会
議
所
の
検
定
や
、
人
材
育
成
の
助
成
制
度
な
ど

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
１
０
０
年
に
一
度
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
、
今

回
の
急
激
な
景
気
悪
化
。
会
員
の
皆
様
も
、
資

金
繰
り
や
販
売
強
化
な
ど
、
対
応
に
追
わ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
短
期
的
な
手
当
て
も

不
可
欠
で
す
が
、
同
時
に
会
社
の
体
力
づ
く
り

を
行
う
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　

特
に
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
武
田
信
玄
の

言
葉
の
と
お
り
「
人
は
城
、
人
は
石
垣
」。
社
員

の
意
識
や
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
、
会
社
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
直
結
す
る
の
は
、
経
営
者
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
お
わ
か
り
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
言
って
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

が
あ
り
ま
す
。
企
業
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
取

り
組
み
も
一
様
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
一
つ

と
し
て
「
資
格
取
得
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
業

務
に
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
努
力
を
す
る
こ

と
で
、
社
員
自
身
の
知
識
・
技
能
が
高
ま
り
、

ま
た
「
目
標
設
定
↓
挑
戦
↓
達
成
」
と
い
う
過

程
を
経
る
こ
と
で
、
人
間
的
に
も
成
長
し
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
定
試
験

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
で
は
、
現
在
日
本
商

工
会
議
所（
日
商
）
や
東
京
商
工
会
議
所
（
東

商
）な
ど
と
共
催
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
定
試
験

を
行
って
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
の
検
定
試
験
は
「
社
会
人
と

し
て
活
躍
で
き
る
か
」
と
い
う
実
践
的
な
能

力
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
実
施
し
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
内
容
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結

し
て
お
り
、
取
得
す
る
こ
と
で
す
ぐ
に
日
々
の

業
務
に
プ
ラ
ス
と
な
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

検
定
試
験
は
、
毎
年
度
と
も
６
月
か
ら
２

月
の
間
に
行
わ
れ
ま
す
。
試
験
に
よ
っ
て
は
級

ご
と
に
開
催
す
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
複
数

回
開
催
の
試
験
も
あ
り
ま
す
。
近
年
は
ネ
ッ

ト
経
由
の
試
験
も
登
場
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

２
月
11
日
付
の
日
本
商
工
会
議
所
ニュ
ー
ス
紙

に
、「
経
営
環
境
が
厳
し
く
な
る
中　

関
心
高

ま
る
検
定
資
格
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

「
日
本
商
工
会
議
所
が
各
地
商
工
会
議
所
と
共

催
で
実
施
す
る
検
定
試
験
の
受
験
者
数
が
増
加

し
て
い
る
。（
中
略
）
…
簿
記
、
日
商
Ｐ
Ｃ
、
販

売
士
な
ど
12
種
類
の
検
定
試
験
の
受
験
者
数
の

合
計
が
、
平
成
19
年
度
の
約
80
万
人
か
ら
20
年

度
は
約
86
万
人
に
達
す
る
見
通
し
で
、
特
に
、

簿
記
の
受
験
者
増
が
顕
著
と
な
って
い
る
」

　

も
ち
ろ
ん
宇
都
宮
で
も
、
企
業
か
ら
の
関
心

は
高
ま
って
い
ま
す
。

　

企
業
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
社

員
本
人
に
と
っ
て
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
て

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
が
就
職
前
に
資
格
を
取
得
す
る

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
は
就

職
に
有
利
な
よ
う
に
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
企
業

に
と
っ
て
も
即
戦
力
と
し
て
期
待
で
き
る
か
ら
こ

そ
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

総務部  検定担当

☎637-3131問合せ

商工会議所の検定を活用して、

社員のスキルアップ!＆

会社のレベルアップ!!
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で
は
、
ど
ん
な
試
験
が
人
気
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

詳
し
く
は
下
の
図
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
が
、や
は
り「
簿
記
」「
珠
算
」と
いっ
た
ベ
ー
シ
ッ

ク
な
も
の
は
、
根
強
い
人
気
で
す
。
ま
た
、
最
近

の
社
会
の
流
れ
を
反
映
し
て
、
環
境
や
福
祉
に
関

わ
る
検
定
の
人
気
が
高
ま
って
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
検
定
は
自
分
の
仕
事
に
必
要
な
も

の
を
受
け
る
こ
と
が
、
基
本
。「
今
、
自
分
に
必

要
な
能
力
は
何
か
」「
将
来
必
要
に
な
る
能
力
は

何
か
」
を
し
っ
か
り
押
さ
え
て
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

日
商
の
簿
記
検
定
は
、
帳
簿
の
つ
け
方
だ
け
で

な
く
、
企
業
の
経
営
状
態
を
分
析
す
る
力
な
ど

も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
級
か
ら
４

級
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
３
級
取
得
ま
で

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
事
業
主
に
と
っ
て
は

決
算
書
や
確
定
申
告
書
の
作
成
の
能
力
が
、
営

業
職
の
社
員
に
と
っ
て
は
取
引
先
の
決
算
公
告
か

ら
の
経
営
状
態
分
析
能
力
が
身
に
付
き
ま
す
。

こ
れ
だ
け
で
も
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
。

武宇都宮百貨店では「親切一番店」
を掲げて、接客に力を注いでいま

す。私どものような業種で難しいのは、
社員だけの教育では終わらないということ
です。店内には社員の他にも、テナント
の従業員の方やメーカーからの派遣社員
の方などが働いています。この人たちも、
お客様から見れば「東武のスタッフ」な
のです。ですから、そういう方々にも接
客の研修を受けていただき、接客のレベ
ルを保つようにしています。

年からの景気悪化により、企業でも
できるだけコスト削減に努めておられ

ます。人材育成に関しても、必要性は認め
つつも、投資する余裕がなくなってきていま
す。専門学校としては、その部分で企業の
皆様をご支援できると考えています。
　資格の取得とは、雇用する側から見れば

「仕事に必要な知識、技術を持つこと」で
すが、それと同時に「資格という目標を設
定し、努力を積み重ねた証」でもあります。

　社員の場合、以前から販売士やカラー
コーディネーターなどの資格取得を奨励し
ていますが、最近では入社前に取得してく
る人も多いです。
　また、百貨店協会の資格に「プロセー
ルス資格制度」というものがあり、１級か
ら３級までありますので、社員には入社２
〜３年以内に３級を取得するよう、呼びか
けています。
　また社内能力開発講座（社内研修）で
手話や上書などを学んでもらっています。

　例えば、私どもには普通高校から入学し
て、税理士を目指す学生も大勢います。彼
らは入学してすぐに簿記の勉強を始め、その
多くが約２カ月で２級に合格します。まっさら
のところから２級がとれるまで勉強するのは、
簿記経験者であればお分かりいただけると
思いますが、並大抵の努力ではありません。
企業の採用担当者の方も、そういう「努力」
に注目しています。
　また、資格は自分の夢を実現するための

これらは意欲のある人が対象です。
　このように、資格や研修に積極的に取り
組む人には、もちろん人事考課で評価して
います。また、手話や上書については資
格者はネームプレートに明記しお客様にも
分かるようにしています。このようにして、
モチベーションを高めているのです。
　私どもで現在力をいれているのは「マ
ネージメントのできる人材の育成」です。
先ほども申し上げましたが、店内には社
員だけでなく取引先の方も働いています。
その年齢もさまざまです。そういった人た
ちを、スムーズに動かすことができる人材
の育成は、顧客サービスの点からも重要
な課題なのです。
　同じ職場の中に、資格取得者が生まれ
れば、他の人も「私も」と努力するように
なります。そうやって皆のモチベーション
が高まれば、結果として百貨店全体のサー
ビス向上が実現できます。そういう意味で
も、資格や研修は重要だと考え、取り組ん
でいます。

ステップにもなります。例えば販売士であれ
ば、３級から始まって１級まで取得していくこ
とで、「ここまでできた。次はステップアップ」
という動機づけになるでしょう。
　そういった意味でも、資格には力を入れて
指導しています。私どもの学生は、コースに
より１人平均 12.６個の資格を、在学中にと
ります。また、「大学卒」+「高資格」が取
得できる、大学 W スクールコースも企業の
方から高い評価を得ております。不要な資
格までむやみに取るようなことはさせません
が、将来の就職に役立つ資格は、勉強のモ
チベーションを高めるのにも適しています。
　私どもでは、資格そのものよりも、それを
通じた「人としての成長」が目的です。勉強
だけではなく、社会人・企業人として受け入
れていただける人間の育成が、何より重要で
あると考えています。

　

さ
て
、
人
材
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
企
業

や
、資
格
取
得
者
の
多
い
専
門
学
校
な
ど
で
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

指
導
に
携
わ
っ
て
い
る
お
立
場
の
方
々
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

販
売
士
は
、
主
に
流
通
業
界
に
必
要
な
資
格

で
す
。
３
級
は
売
り
場
の
販
売
員
レ
ベ
ル
、
２
級

は
管
理
者
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
１
級
は
店
舗
運
営
に

携
わ
る
店
長
や
、
経
営
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で
す
。

最
近
で
は
、
学
生
が
就
職
前
に
取
得
す
る
ケ
ー
ス

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

「資格取得」を通じて
人間的成長を

資格や研修を通じて
モチベーションを
高める

宇都宮ビジネス電子専門学校
市田   英雄さん

（株）東武宇都宮百貨店　
人事部能力開発課係長   
箕輪　記代子さん

東

昨

学  校

企  業
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独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
で
は
、

人
材
育
成
に
前
向
き
な
企
業
に
対
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
助
成
金
制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

販売士試験に、多くの人がチャレンジ！
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去
る
２
月
９
日（
月
）、
宮
の
原

中
学
校
に
て「
栃
木
の
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
合
同
学
校
訪
問
」を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
昨
年
８
月
に
開

催
し
た「
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」の
座
談
会
が
き
っ
か
け

で
実
現
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
後

設
立
さ
れ
た
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
チ
ー
ム
の
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン

　

平
成
20
年
度
栃
木
県
内
商
工
会

議
所
女
性
会
広
域
事
業
講
演
会
が
、

平
成
21
年
２
月
４
日（
水
）小
山
市

で
開
催
さ
れ
、
当
女
性
部
か
ら
18

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
講
師
は
食

文
化
研
究
家
の
魚
柄
仁
之
助
氏
で
、

テ
ー
マ
は「
食
料
自
給
率
１
０
０
％

は
可
能
で
す
」で
し
た
。

　

氏
は
、
最
近
の
食
品
偽
装
が
社

会
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
触
れ
、
食
の
安
全
性
は

３
つ
の
条
件
が
あ
り
、
①
経
済
の

安
全  

②
食
品
の
質
の
安
全  

③
食

の
確
保
、
す
な
わ
ち
自
給
率
を
上

げ
な
い
と
食
の
安
全
は
無
い
と
断

言
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
か
ま
ど
無
く
し
て
安
全

無
し
」と
言
い
、
昔
の
日
本
人
は
食

べ
方
が
上
手
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、

現
在
は
冷
蔵
庫
で
食
品
を
腐
ら
せ

て
い
る
と
も
指
摘
し
て
お
り
ま
し

た
。
ご
自
身
の
無
農
薬
食
生
活
を

細
か
く
そ
し
て
ユ
ニ
ー
ク
に
披
露

し
な
が
ら
、
自
給
率
を
ア
ッ
プ
す

る
に
は「
食
べ
方
を
変
え
れ
ば
」実

現
で
き
る
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

説
得
力
の
あ
る
語
り
口
に
私
た
ち

も
納
得
し
、ま
た
反
省
も
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
小
山
商
工
会
議
所
女

性
経
営
者
会
の
創
立
15
周
年
式
典

が
と
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
小

山
女
性
会
の
活
発
な
活
動
状
況
を

伺
い
私
た
ち
も
大
変
刺
激
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
２
月
12
日（
木
）に
は
、
恒

例
の
市
長
と
の
新
春
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
栄
一
市
長

は
、
ま
ず
、
第
５
次
総
合
計
画
の
、

そ
の
大
き
な
目
玉
と
し
て「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
」と
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
」を
上
げ
て
様
々
な
取
り
組
み

の
重
要
さ
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
経
済
対
策
、
福
祉
、

教
育
問
題
、
さ
ら
に
将
来
の
州
都

を
見
据
え
た
都
市
づ
く
り
の
こ
と

や
、
次
世
代
へ
の
抱
負
等
々
、
私

た
ち
は
じ
っ
く
り
と
拝
聴
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
移
り
、
テ
ー
ブ
ル
毎

で
の
質
疑
応
答
タ
イ
ム
に
は
い
り

ま
す
と
、
こ
の
機
会
な
ら
で
は
の

身
近
な
質
問
が
飛
び
出
し
ま
し
た

が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
お
答

え
く
だ
さ
り
、
時
が
経
つ
も
の
忘

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
私
た
ち
は
、

市
長
の
市
政
に
対
す
る
熱
意
を
直

に
感
じ
、
さ
ら
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
期
待
し
つ
つ
散
会
い
た
し
ま

し
た
。

（
女
性
部
副
会
長　

花
田
静
子
）

を
加
え
た
４
つ
の
プ
ロ
チ
ー
ム
が

学
校
に
出
向
き
、
立
志
式
を
迎
え

た
中
学
２
年
生
を
前
に
、
参
加
し

た
８
人
の
選
手
が
自
身
の
体
験
か
ら

「
夢
を
持
つ
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
」

な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　

司
会
の
だ
い
ま
じ
ん
と
の
ト
ー

ク
タ
イ
ム
で
は
、
宇
都
宮
ブ
リ
ッ

ツ
ェ
ン
の
廣
瀬
選
手
が「
宇
都
宮
に

プ
ロ
チ
ー
ム
を
作
り
た
い
と
思
っ
て

本
当
に
で
き
た
。
夢
は
あ
き
ら
め

な
い
で
」、
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク

ス
の
荒
井
選
手
は「
背
が
低
い
こ
と

を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
、
大
き
い
人

が
で
き
な
い
プ
レ
ー
を
や
る
こ
と

が
大
切
」、
日
光
ア
イ
ス
バ
ッ
ク
ス

の
小
林
選
手
は「
最
初
は
無
理
や
り

や
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
気
づ
い
た

ら
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。
好
き
に
な

る
こ
と
も
大
切
」、
栃
木
Ｓ
Ｃ
の
入

江
選
手
は「
ひ
た
む
き
に
頑
張
る
こ

と
が
大
切
。
必
ず
誰
か
が
見
て
い

て
く
れ
る
」と
い
っ
た
よ
う
な
貴
重

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
夢
を
！

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
合
同
学
校
訪
問

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー・市
長
と
の

新
春
懇
談
会
を
開
催

女
性
部
だ
よ
り

な
体
験
談
を
披
露
。
多
く
の
生
徒

が
真
剣
に
耳
を
傾
け
る
姿
が
印
象

的
で
、
改
め
て
開
催
し
て
良
か
っ
た

と
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ま
ち
お
こ
し
委
員

会
で
は
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
共

に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
実
践

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

チ
ー
ム
関
係
者
お
よ
び
選
手
の
み

な
さ
ん
に
は
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
ま
ち
お
こ
し
委
員
長　

菊
地
靖
史
）

国
・
県
へ
の
緊
急
要
望

　

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会
で

は
、
中
小
企
業
事
業
者
を
取
り
巻
く

昨
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢
を
受
け

て
、
２
月
５
日
に
福
田
富
一
知
事
と

石
坂
真
一
県
会
議
長
へ
、
９
日
に
は

中
小
企
業
庁
へ
、
緊
急
要
望
を
行
い

ま
し
た
。

〈
栃
木
県
（
県
知
事
・
県
会
議
長
）へ

の
緊
急
要
望
事
項
〉

①
商
工
会
議
所
、
商
工
会
お
よ
び
商

工
会
連
合
会
が
推
薦
し
、
㈱
日
本
政

策
金
融
公
庫
が
審
査
を
お
よ
び
融

資
を
実
行
す
る
、｢

小
規
模
事
業
者

経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
）｣

の
利

子
補
給
を
県
が
行
う
な
ど
小
規
模

事
業
者
の
資
金
繰
り
対
策
に
万
全

を
期
す
こ
と
。

②
緊
急
対
策
と
し
て
県
が
創
設
し

た｢

緊
急
環
境
変
化
対
策
資
金｣

に

つ
い
て
は
、
こ
れ
を
拡
充
強
化
す

る
こ
と
。

〈
国
（
中
小
企
業
庁
）へ
の
緊
急
要

望
事
項
〉

①
緊
急
保
証
制
度
の
無
担
保
保
証

と
な
っ
て
い
る
８
千
万
円
の
保
証

枠
を
拡
大
す
る
こ
と
。

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会
が
国・県
へ
中
小
企
業
の

資
金
繰
り
支
援
を
求
め
る
緊
急
要
望
書
を
提
出

福田富一知事への要望提出

石坂真一県会議長への要望提出中小企業庁への要望提出

電
子
証
明
書

　

日
本
商
工
会
議
所
が
発
行
す
る

電
子
証
明
書
の
取
次
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

発
行
す
る
電
子
証
明
書
は
、

①
電
子
入
札
用
電
子
証
明
書（
1
ー

Ａ
）②
各
種
申
告
・
届
出
な
ど
一
般
行

政
手
続
き
用
電
子
証
明
書（
1
ー
Ｅ
）

③
行
政
書
士
が
行
政
手
続
を
行
う
際

の
資
格
証
明
書
と
な
る
行
政
書
士
用

電
子
証
明
書（
1
ー
Ｇ
）、の
3
種
類
。

　

こ
れ
ら
を
当
所
で
取
次
い
た
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

3
種
類
の
電
子
証
明
書
の
概
要
・
申

込
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

日
本
商
工
会
議
所

ビ
ジ
ネ
ス
認
証
サ
ー
ビ
スH

P
http://ca.jcci.or.jp/

商
工
会
議
所
の
電
子
証
明
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

タイプ

1−A

1−E

1−G

用 途 概 要

○

○

利用者の所属する事業所等の業務、または
事業活動として行う一般的な電子申告・申請
および各種行政手続用（栃木県行政手続、特
許庁インターネット出願など）

日本行政書士連合会が公式に認定する行政
書士向けの電子証明書

○

電子証明書と秘密鍵は
認証局である日本商工
会議所ホームページよ
りダウンロードして取
得します。

（ICカード方式ではあり
ません）

電子証明書と秘密鍵は
ICカードに格納されま
す。カード読み取りに
は、ICカードリーダー、
認証セットCD-ROMが
必要です。

○

電子入札コアシステムを採用する行政機
関等（国土交通省、農林水産省、厚生労
働省、栃木県など）が実施する電子入札用
国税電子申告・納税システム（e-Tax）
国税庁

「
ｅ-

天
地
人
」
読
者
募
集
中
！

　

平
成
14
年
10
月
か
ら「
会
員
Ｅ

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス（
ｅ-

天
地

人
）」を
、
月
2
回（
5
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。
内
容
は
地
域
の
経
済

ニ
ュ
ー
ス
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・

経
営
に
関
す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情

報
、
商
工
会
議
所
事
業
の
ご
案
内
な

ど
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
料
や
回
線
使
用
料
は
各

自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
登
録
で
き
る
の
は
宇
都
宮
商
工
会

議
所
会
員
の
方
で
す
。
ま
た
登
録
は

1
会
員
様
1
ア
ド
レ
ス
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
携
帯
電
話
の
ア
ド

レ
ス
は
不
可
）

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
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ご
活
用
く
だ
さ
い
！  

会
報「
天
地
人
」を
使
っ
た
P
R

有
料
折
込
事
業（
情
報
宅
配
便
）・
誌
面
広
告
掲
載
企
業
募
集
！

　

当
所
で
は
、
会
報「
天
地
人
」を
毎

月
10
日（
年
12
回
）、
会
員
事
業
所（
約

7
0
0
0
事
業
所
）を
は
じ
め
、
全
国

主
要
商
工
会
議
所
な
ど
関
係
団
体
に

約
8
0
0
0
部
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

先
取
り
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る「
巻
頭

特
集
」、
商
工
会
議
所
事
業
ご
案
内
、

歴
史
的
読
み
物
な
ど
、
経
営
者
に
役

立
つ
情
報
を
満
載
し
て
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
様
へ
会
報「
天

地
人
」の
ご
活
用
の
方
法
を
2
つ
ご

紹
介
し
ま
す
。

■
誌
面
広
告

　

文
字
ど
お
り
、
誌
面
に
広
告
を
掲

載
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
定
型

の
形
で
誌
面
に
掲
載
す
る「
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
広
告
」や
、
当
方
で
取
材
し
、

記
事
の
よ
う
な
形
で
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
ご
紹
介
す
る「
記
事
型
広

告
」、
発
送
用
封
筒
裏
面
広
告（
6
ヵ

月
単
位
）な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

内
容
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

約
7
0
0
0
事
業
所
の
経
営
者
に

直
接
お
届
け
す
る
、
会
報「
天
地
人
」。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
有
料
折
込
事
業（
情
報
宅
配
便
）

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
報「
天
地
人
」

に
会
員
事
業
所
の
皆
様
が
作
成
さ
れ

た
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封
し
て
発

送
す
る
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
案
内
は
、
本
誌
と

一
緒
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

直
接
D
M
す
る
よ
り
も
安
価
に
発
送

（
A
4
サ
イ
ズ（
1
枚
）7
万
8
7
5
0

円
～
）で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

市
内
共
通
駐
車
券

記
帳
継
続
指
導

「
中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
補
助
金
」
制
度
一
部
改
正
の
お
知
ら
せ

お
買
物
な
ど
は
市
内
中
心
部
の
共
通
駐
車
券
参
加
店
で

記
帳
継
続
指
導
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
帳
簿
の
付
け
方
や
源
泉
徴
収
事
務
な
ど
～

　

宇
都
宮
市
中
心
部
に
あ
る「
共
通

駐
車
券
参
加
店
」の
マ
ー
ク
が
貼
っ

て
あ
る
お
店
で
1
0
0
0
円
〜

3
0
0
0
円
以
上
の
買
物
や
飲
食
を

す
る
と
、
共
通
駐
車
券
加
盟
駐
車
場

で
使
用
で
き
る「
共
通
駐
車
券
」が
も

ら
え
ま
す
。
こ
の
駐
車
券
を
加
盟
駐

車
場
に
お
渡
し
し
て
い
た
だ
く
と
駐

車
料
金
が
割
引
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
お
買
物
等
を
さ
れ

る
際
に
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
宇
都
宮
市
中
心
商
店
街

連
合
会
加
盟
店
・
加
盟
駐
車
場
一

覧
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

【
随
時
受
付
】

　

個
人
事
業
主
の
み
な
さ
ま
、
確
定

申
告
が
済
み
、
ほ
っ
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
帳

簿
の
付
け
方
や
仕
訳
に
つ
い
て
、
悩

ん
だ
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
記
帳
の
仕

方
を
習
得
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

帳
簿
の
付
け
方
や
源
泉
税
の
徴
収

な
ど
、
当
所
の
経
営
指
導
員
等
が
指

　

宇
都
宮
市
の
中
心
商
業
地
に
出
店

す
る
と
、
補
助
が
受
け
ら
れ
る
制
度

「
空
き
店
舗
補
助
金
（
中
心
商
業

地
新
規
出
店
促
進
事
業
補
助
金
）」を

ご
存
知
で
す
か
？

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
宇
都
宮
市

の
中
心
商
業
地
の
一
定
の
条
件
を
満

た
し
た
空
き
物
件
お
よ
び
大
谷
石
蔵

に
出
店
し
、
受
給
資
格
認
定
を
受
け

る
と
内
装
改
装
費
や
家
賃
な
ど
の
一

部
に
対
し
て
補
助
が
受
け
ら
れ
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
対
象
エ
リ
ア
内
の
空
き
店

舗
の
状
況
や
経
済
情
勢
を
考
慮
し
、

制
度
の
利
用
促
進
と
空
き
店
舗
の
解

消
を
図
る
た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら

内
容
の
一
部
改
正
を
い
た
し
ま
す
。

【
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
】

①「
空
き
物
件
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い

期
間
が
継
続
し
て
３
カ
月
（
90
日
）

必
要
」の
条
件
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

※
新
規
物
件
（
前
賃
借
人
な
し
）、同

一
経
営
者
の
業
種
変
更
等
は
除
く
。

改
正
前
：
申
請
条
件
と
し
て
３
カ
月

覧
く
だ
さ
い
。

【H
P

ア
ド
レ
ス
】

h
ttp

://w
w

w
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導
い
た
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
所
経
営
支
援
部
に
お
い

て
、年
間
を
通
じ
て
記
帳
継
続
指
導
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

以
上
継
続
し
て
利
用
さ
れ
て
い
な
い

物
件
で
あ
る
こ
と
が
必
要

②「
オ
リ
オ
ン
通
り
に
面
し
た
店
舗
」

が
最
重
点
区
域
（
家
賃
補
助
率
50
％
、

年
間
補
助
限
度
額
３
０
０
万
円
）に
な

り
ま
す
。

改
正
前
：
家
賃
補
助
率
30
％
、年
間
補

助
限
度
額
2
0
0
万
円

③
家
賃
の
請
求
に
つ
い
て
、
３
カ
月
ご

と
（
年
４
回
）の
申
請
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

改
正
前
：
６
カ
月
ご
と
（
年
２
回
）

　

今
回
の
制
度
改
正
は
、新
年
度
（
平

成
21
年
４
月
受
付
分
）か
ら
適
用
予
定

で
す
。

　

な
お
、
対
象
エ
リ
ア
内
に
あ
っ
て

も
、
そ
の
他
条
件
に
よ
っ
て
は
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、こ

れ
か
ら
出
店
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
、

詳
細
を
聞
き
た
い
方
は
、お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
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■法律相談（毎月第2火曜日）

日　時 3月10日・4月14日
 午後１時30分〜 4時30分

受　付 午後1時〜 3時（先着10名まで）

内　容 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、不渡手形の処理方法、
             従業員の交通事故、不動産取引など

相談員 弁護士 

問合せ　経営支援部

■発明相談（毎月第1金曜日） 
　 知的財産権相談（毎月第2・3・4金曜日）

日　時 3月13日・19日・27日、4月3日、10日
 午後１時30分〜 4時30分

受　付 午後１時〜４時

内　容 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する
             各種相談

相談員 弁理士 

問合せ　経営支援部

■企業年金相談

相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）

内　容 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど

相談員 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員

問合せ 総務部

■税務相談

相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員 税理士
問合せ　経営支援部

■個人情報保護法対策相談

内　容 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など

受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、相談員を
　　　　 派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント
問合せ 総務部

無料の専門相談です。
各分野の専門家が、あなたの相談に応じます。
会場  法律・発明相談は宇都宮商工会議所　

☎637-3131㈹

専 門 相 談

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

宇
都
宮
市
商
工
振
興
課

☎
6
3
2-

2
4
3
4

問合せ

（店舗開店後60日以内）

〈平成 21年4月以降〉

（年4回限度）
家賃請求・実績報告
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宇都宮エリア地域情報ポータルサイト
｢うつのみやマップ｣がスタート！

　｢宇都宮の暮らしをもっと便利に！ もっと人々の交流を！｣をコンセプトに設立され
た、宇都宮を中心とした地域情報ポータルサイトです。
　最大の特徴は、地図をベースに情報発信されていること！ 生活に役立つ行政情報か
ら名店の紹介や企業情報まで、広い分野のタウン情報を掲載しています。

さまざまな情報が地図になった！
２30 種類の情報マップを掲載

　店舗・施設・企業などのさまざまな情報が、地図と一体となって紹介されています。
その数なんと 22,600 件！

季節 ・ テーマごとの特集やニュース
　｢うつのみやマップ｣では、季節・テーマごとの特集やイベント情報、地域に密着した
ニュースを毎日配信しています。

　

当
所
・
下
野
新
聞
社
・
第
一
測
工

(

株)

の
３
者
で
は
、３
者
共
同
運
営

に
よ
る
、
地
域
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト｢

う
つ
の
み
や
マ
ッ
プ｣
を
、
平
成

20
年
10
月
１
日
に
正
式
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

こ
の
サ
イ
ト
は
、
地
図
を
ベ
ー
ス

に
行
政
関
連
情
報
・
暮
ら
し
情
報
・

民
間
企
業
情
報
な
ど
幅
広
い
分
野
の

情
報
を
提
供
し
、
ま
た
、
地
域
の
最

新
ニ
ュ
ー
ス
や
季
節
・
テ
ー
マ
ご
と

の
特
集
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
活
用
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
、①
バ
ナ
ー
広
告
（
有

料
）②
企
業
情
報
（
無
料
）③
新
着

情
報
（
無
料
）を
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
企
業
や
店
舗
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー

ル
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①
バ
ナ
ー
広
告
（
有
料
）

宇
都
宮
を
中
心
に
活
動
さ
れ
る
広
告

主
様
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
可
能
で
す
。

②
企
業
情
報
（
無
料
）

企
業
名
・
店
名
、
ジ
ャ
ン
ル
、
住
所
、

電
話
番
号
、
営
業
時
間
、
定
休
日
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
、
地
図

情
報
（
会
員
特
典
）、
企
業
Ｐ
Ｒ
文

（
1
0
0
字
以
内
）の
基
本
情
報

を
掲
載
し
ま
す
。

③
新
着
情
報
（
無
料
）

企
業
に
お
け
る「
イ
ベ
ン
ト
」「
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」「
オ
ー
プ
ン
情
報
」な
ど
の
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

（
1
0
0
字
以
内
）

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、本
号
の
折

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

｢うつのみやマップ｣トップページ　
http://www.utsunomiya-map.com/

問合せ

総
務
部

☎
６
３
７-

３
１
３
１

※掲載期間は原則、翌月 1 日から期間満了月末日までとさせていただきます。
※バナー広告は原則、申込者様にご用意頂きますが、別途ご相談させていただきます。

｢

う
つ
の
み
や
マ
ッ
プ｣

で
は
、バ
ナ
ー
広
告 

・ 

企
業
情
報・新
着
情
報
を
募
集
中
！

地
域
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト｢

う
つ
の
み
や
マ
ッ
プ｣

　

マ
ル
経
融
資
は
、
宇
都
宮
市
内

で
1
年
以
上
事
業
を
営
み
、
商
工

会
議
所
の
経
営
指
導
を
6
カ
月
以

上
受
け
、
事
業
の
改
善
に
取
り
組

む
資
金
と
し
て
、
次
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

︻
従
業
員
数
︼小
売
・
卸
売
・
サ
ー
ビ

ス
業
は
5
人
以
下
、
製
造
業
・
そ
の

他
の
業
種
は
20
人
以
下

︻
税
金
完
納
︼

所
得
税
・
法
人
税
・
事
業
税
・
住
民

税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

︻
融
資
限
度
額
︼
1
0
0
0
万
円

︻
返
済
期
間
︼

運
転
資
金
5
年
以
内
、
設
備
資
金

7
年
以
内（
う
ち
据
置
6
カ
月
以

内
）

︻
金
利
︼

2

・10
％（
平
成
21
年
2
月
12
日
現
在
）

※
金
融
情
勢
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

マ
ル
経
融
資

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

無
担
保
・
無
保
証
人
の
、国
の
融
資
制
度

　

こ
の
保
証
制
度
は
、
当
所
の
推
薦

に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
資
金
を

借
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︻
ご
利
用
で
き
る
方
︼

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
充
た
し

て
い
る
会
員
事
業
所

︻
借
入
限
度
額
︼
5
0
0
万
円
、
ま

た
は
平
均
月
商
の
3
倍
ま
で
の
い
ず

れ
か
少
な
い
額

※
設
備
資
金
は
限
度
額
の
範
囲
内
で

ご
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︻
返
済
期
間
︼7
年
以
内

︻
返
済
方
法
︼分
割
返
済

︻
借
入
利
率
︼金
融
機
関
所
定
利
率

︻
信
用
保
証
料
︼年
0
・
45
％
～
1
・

90
％

︻
連
帯
保
証
人
︼原
則
と
し
て
保
証
人

は
不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証経

営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

早
期
着
手
・
迅
速
再
生
!!

  

「
債
務
超
過
な
ど
の
財
務
上
の
問
題

は
あ
る
が
、
自
助
努
力
で
再
生
を
図

ろ
う
と
す
る
中
小
企
業
」「
厳
し
い
経

営
状
況
だ
が
、
将
来
的
に
改
善
の
可

能
性
の
あ
る
中
小
企
業
」を
各
分
野
の

専
門
家
が
支
援
し
ま
す
。

︻
専
門
家
︼中
小
企
業
診
断
士
・
弁
護

士
・
公
認
会
計
士
・
税
理
士
・
工
業

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
6
1
0-

4
1
1
0

経
営
支
援
部 

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

ご
相
談

第一次対応第二次対応

再
生
の
可
能
性
あ
り

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

● 

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

● 

支
援
施
策
の
紹
介

● 

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

再
生
（
改
善
）計
画
の

策
定
支
援

● 

専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援

● 

計
画
に
基
づ
く
資
金
調
達
の
支
援

● 

計
画
の
進
捗
状
況
の
サ
ポ
ー
ト

市
内
金
融
機
関
、県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

　

会
員
企
業
限
定
の
特
別
融
資
制

度
で
す
。

　

当
所
会
員
で
、
会
費
を
完
納
し

て
お
り
、
各
種
税
金
の
滞
納
の
無
い

方
で
あ
れ
ば
、
お
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。
金
利
や
手
数
料
な
ど
が
優

遇
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は

下
記
の
提
携
金
融
機
関
ま
た
は
、

担
当
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン

問合せ

提携金融機関と会員メリット

市
内
の
10
金
融
機
関
と
提
携

「うつのみやマップ」は、宇都宮のさまざまな
  情報を配信しているホームページです。



商工会議所共済制度 商工会議所共済制度
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病
気
・
災
害
に
よ
る
死
亡
か
ら
事
故
に
よ
る
入
院
ま
で
、
24
時
間
保
障
！

福祉団体定期保険の給付内容

不慮の事故による
死亡

【ご契約例】

不慮の事故による
通院見舞金

（通院5日以上）

（当所主催）
成人病検査・健康診断補助

要介護認定見舞金

結婚祝給付金
（一定条件が必要です）

成人祝給付金

出産祝給付金

満了祝品
（5年以上の加入者）

小学校入学給付金

560万円
15,000円

20,000円

30,000円

40,000円

10,000円

10,000円

10,000円

5,000円

100,000円

記念品

4,000円

220万円

120万円

560万円

120万円

1日につき

一律

一律

一律

一律

一律

一律

一律

一律

一律

一律

7日以上

15日以上

25日以上

3,740円

ガンによる死亡

ガン以外の
病気による死亡

不慮の事故による
高度障害

不慮の事故による
入　院

（入院5日以上60日まで）

病気による
高度障害

給付金額 1口：1,600円
（Eコース）

給付金額

見舞金・祝給付金・補助制度の給付内容

死
　
　
亡

病
気
に
よ
る
入
院
見
舞
金

高
度
障
害

入
院

※
記
載
の
内
容
は
ふ
れ
あ
い
共
済
制
度

の
一
部
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。ご
加
入

に
あ
た
っ
て
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、重
要
事

項
説
明
書（
契
約
概
要
・
注
意
喚
起
情
報
）

を
必
ず
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
共
済

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

3
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替
日
は

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
準
備

3
月
23
日（
月
）

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日
の
お
知
ら
せ

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

給付内容 給付内容

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱（
引
受
保
険
会
社
）

☎
6
3
7-

7
6
7
0

問合せ

　

ふ
れ
あ
い
共
済
は
、入
院
給
付
金

付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン
死
亡
特
約

付
福
祉
団
体
定
期
保
険
＋
見
舞
金
・

祝
給
付
金
・
補
助
制
度
な
ど
を
付
け

た
お
得
な
内
容
で
す
。

　

病
気
・
災
害
に
よ
る
死
亡
か
ら
事
故

従
業
員（
家
族
従
業
員
を
含
む
）で
、加

入
日
現
在
の
満
年
齢
が
14
歳
６
ヵ
月

を
超
え
70
歳
６
ヵ
月
ま
で
の
方
で
す
。

②
保
険
期
間
は
１
年
間
で
、毎
年
自

動
的
に
更
新
し
ま
す
。

③
共
済
の
効
力
は
、加
入
申
込
月
の

に
よ
る
入
院
ま
で
、業
務
上
・
業
務
外

を
問
わ
ず
24
時
間
保
障
さ
れ
ま
す
。

【
ふ
れ
あ
い
共
済
の
取
扱
い
】

①
ご
加
入
い
た
だ
け
る
方
は
、宇
都
宮

商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所（
特
別
会

員
を
含
む
）の
役
員
、事
業
主
ま
た
は

翌
々
月
１
日
か
ら
発
生
し
ま
す
。

④
掛
金
の
払
込
み
は
、毎
月
22
日
に

ご
指
定
の
預
金
口
座
か
ら
の
口
座
振

替
で
す
。

⑤
引
受
保
険
会
社
は
ア
ク
サ
生
命
保

険
株
式
会
社
で
す
。

1口：1,600円
（Eコース）

集
団
扱
自
動
車
保
険
制
度

　

会
員
事
業
所
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
と
し
て
、「
集
団
扱
自
動
車
保

険
」を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。こ
の
制

度
は
、一
般
の
年
払
い
と
比
べ
て
、保

険
料
が
５
％
安
く
な
る
た
め
、多
く

の
会
員
事
業
所
の
皆
様
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

︻
特
色
︼ 

◎
対
象
車
両

会
員
事
業
所
の
社
有
車
、役
員
お
よ

び
従
業
員
の
マ
イ
カ
ー
で
す
。

◎
保
険
料
が
割
安

一
般
の
年
払
い
と
比
べ
、保
険
料
が

5
％
安
く
な
り
ま
す
。

◎
無
事
故
割
引
の
継
承

他
の
保
険
会
社
等
か
ら
切
替
え
て
も

無
事
故
割
引
が
継
承
で
ま
す
。

︻
取
り
扱
い
保
険
会
社
︼

○
富
士
火
災
海
上
保
険

☎
６
３
３-

５
２
３
０

○
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

☎
６
３
４-

０
１
１
１

○
あ
い
お
い
損
害
保
険

☎
６
３
５-

６
６
０
１

○
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

☎
６
0
0-

7
1
4
1

保
険
料
が
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
！

総
務
部 

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

特
定
退
職
金
共
済

①
加
入
で
き
る
方

　

商
工
会
議
所
の
地
区
内
に
あ
る
事

業
主（
事
業
所
）は
、自
社
の
従
業
員

を
加
入
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た

だ
し
、ご
加
入
で
き
る
従
業
員
は
満
15

歳
以
上
85
歳
未
満
に
限
り
ま
す
。

　

ま
た
、ご
加
入
の
際
は
全
従
業
員
を

加
入
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
加
入
で
き
な
い
方

　

事
業
主
、役
員（
使
用
人
兼
役
員
を

除
く
）ま
た
は
、事
業
主
と
生
計
を 

一

に
す
る
親
族（
専
従
者
控
除
の
対
象

者
を
含
む
）は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

③
加
入
さ
せ
な
く
て
も
よ
い
方

　

期
間
を
定
め
て
雇
わ
れ
て
い
る

方
、試
用
期
間
中
の
方
、パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
よ
う
に
労
働
時
間
が
特

に
短
い
方
、非
常
勤
の
方
、季
節
的

な
仕
事
の
た
め
雇
わ
れ
て
い
る
方
、

休
業
中
の
方
は
、加
入
さ
せ
な
く
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

④
基
本
掛
金
月
額

　

従
業
員
一
人
に
つ
き
１
口
千
円
で
、

最
高
30
口
3
万
円
ま
で
加
入
で
き
ま

す
。掛
金
は
全
額
事
業
主
負
担
で
す
。

⑤
掛
金
の
払
込
み

　

掛
金
は
、加
入
申
込
月
の
翌
月
か

ら
毎
月
22
日
に
、預
金
口
座
振
替
に

よ
っ
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑥
メ
リ
ッ
ト

　

掛
金
は
損
金
ま
た
は
必
要
経
費

に
計
上
で
き
、給
与
扱
い
に
は
な
り

ま
せ
ん
。ま
た
、従
業
員
へ
の
退
職

給
付
金
は
退
職
所
得
と
な
り
、節
税

に
有
利
で
す
。

　

退
職
金
の
積
立
は
、従
業
員
の
確

保
と
定
着
に
繋
が
り
、企
業
経
営
の

発
展
に
役
立
ち
ま
す
。

　

事
業
所
が
本
制
度
に
新
規
加
入

す
る
際
、以
前
か
ら
勤
務
し
て
い
る

従
業
員
に
つ
い
て
は
、過
去
勤
務
期

間
の
通
算
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、本
号
の

折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
引
受
保
険
会
社
︼

○
ア
ク
サ
生
命
保
険

☎
６
３
７-

７
６
７
０

○
エ
イ
ア
イ
ジ
ー
・
ス
タ
ー
生
命
保
険

☎
６
３
６-

５
４
４
２

○
住
友
生
命
保
険

☎
６
２
２-

６
５
４
３

○
大
同
生
命
保
険

☎
６
２
２-

２
６
４
１

従
業
員
の
退
職
金
制
度「
特
定
退
職
金
共
済
」　

着
実
に
備
え
て
企
業
も
従
業
員
も
将
来
が
安
心
!!

総
務
部 

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

【
特
長
】

①
営
利
を
目
的
と
し
な
い
の
で
、掛
金

が
安
く
経
費
の
節
減
に
役
立
ち
ま
す
。

②
万
一
の
場
合
、直
ち
に
査
定
を
行

い
、簡
単
な
手
続
き
で
共
済
金
を
支

払
い
ま
す
。

③
剰
余
金
が
発
生
し
た
場
合
は
、利

用
分
量
配
当
金
な
ど
で
契
約
者
に

還
元
さ
れ
ま
す
。

④
質
権
設
定
が
で
き
ま
す
。

火
災
共
済

栃
木
県
火
災
共
済
協
同
組
合
の
火
災
共
済
が
、

中
小
企
業
者
を
力
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

総務部（商工会議所）

※詳細につきましては、本号の
　折込チラシをご覧ください。



会員情報局

◎ 栃木県立博物館 ☎634-1311
 テーマ展「新春七福館干支めぐり〜栃木の郷土玩具から〜」
　  1月6日（火）〜 4月5日（日）
     テーマ展「異界をめぐる民俗」
    1月17日（土）〜 4月5日（日）
     一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料
◎ 宇都宮美術館 ☎643-0100
　  企画展「バウハウス・デッサウ展」
　  1月25日（日）〜 3月29日（日）
　  モダン・デザインのバウハウス・デッサウ財団のコレクションを
     一挙公開。多くが日本初紹介となる     
     一般＝700円／大高生＝500円／小中生＝300円
　　（宇都宮市内在住の小中高生は無料）

◎ 栃木県立美術館 ☎621-3556
 企画展「茶の湯の美　出光美術館コレクションの至宝」
　  1月25日（日）〜 3月15日（日）
　　本展では、出光美術館の誇るコレクションの中から茶の湯に
     かかわる絵画・陶磁器・竹工芸など約100点を選び紹介する。
　　一般＝800円／大高生＝500円／中学生以下無料

1617 January  2009

「天地人」 広告の申し込み・問合せは
有限会社  レザール広告事務所

☎600-3047 5600-3048
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

がんばる経営を
お手伝いします

−会員入会ご希望の方をご紹介ください−
宇都宮商工会議所　連絡先：総務部

☎637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あて電話でご連
　絡ください。
　申込書を FAX で送信いたします。

　

総
務
部

　

☎	

6
3
7-

3
1
3
1

	

6
3
4-

8
6
9
4

商工会議所入口でＰＲ

白
鳥
の
空
を
汚
さ
ず
北
帰
行

雑
魚
群
れ
て
そ
の
日
そ
の
日
を
生
き
延
び
る

雛
の
段
我
が
家
は
女
系
家
族
な
り

〈
評
〉
静
か
な
沼
と
な
り
し
三
月
。

〈
評
〉
常
に
気
に
な
る
鵜
の
目
鷹
の
目
。

〈
評
〉
男
の
影
の
薄
き
毎
日
。

 

心
得
た
セ
ー
ル
ス
勝
手
か
ら
入
る

思
い
き
り
走
っ
て
み
た
い
車
椅
子

板
長
の
舌
に
任
せ
る
若
女
将

反
対
を
手
に
言
い
聞
き
少
数
派

父
の
酒
軍
歌
の
外
に
な
に
も
な
し

年
毎
に
漬
物
石
の
手
に
余
り

草
餅
の
指
の
太
さ
も
母
の
も
の

柳
岡　

睦
子

田
崎　

武
一

渡
辺　

一
雄

中
本
十
字
郎

福
士
美
枝
子

江
部　

政
司

宇
賀
神
規
子

寺
方　

松
子

佐
藤　

由
紀

伊
東　

一

（
自
営
業
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
自
営
業
）

（
い
ず
み
食
堂
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

第
138 

回
荒
井 

宗
明
選

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

サービス業
（美容） 代表  小瀧  知之 さん

　

あ
な
た
だ
け
の
ぜ
い
た
く
な
サ
ロ
ン
。

ま
る
で
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
、

シ
ッ
ク
で
居
心
地
の
い
い
店
内
に
、客
席

は
１
つ
だ
け
。プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ラ
ウ
ン
ジ

と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
、個
室
感
覚

の
美
容
室
で
す
。カ
ッ
ト
や
カ
ラ
ー
、シ
ャ

ン
プ
ー
に
い
た
る
ま
で
、す
べ
て
１
人
の

ス
タ
イ
リ
ス
ト
が
手
が
け
る
こ
と
で
、よ

り
あ
な
た
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ス
タ
イ
リ

ン
グ
を
可
能
に
し
ま
す
。「
ク
ア
リ
ー
タ
」

と
は
イ
タ
リ
ア
語
で「
質
」と
い
う
意
味
。

そ
の
名
の
通
り
、質
に
こ
だ
わ
り
、最
高

の
お
も
て
な
し
を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
流
れ
る
時
間
の
中
で
、あ
な
た

の
心
も
満
た
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

〈所在地〉宇都宮市中央５-１-15     ☎623-1134

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡く
さだいますようお願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

ＱＵＡＬＩＴＡ（クアリータ）

A
～
I
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

《 

ヒ
ン
ト 

》 

雇
用
悪
化
で
労
使
双
方
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
る
働
き
方
だ
が
、

               

思
惑
に
は
大
分
隔
た
り
が
…
…
。

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

1.
2.
3.
4.
5.
6.
8.

11.
13.
18.
19.
20.
22.

1.
4.
7.
9.

10.
12.
14.
15.
16.
17.
18.
21.
22.
23.
24.

3月12日、東大寺二月堂で行なわれる火の行事
インドネシア・ジャワ島にある大規模仏教遺跡
江戸時代の武士の給料。「○○を食む」などと
財産をたくさん持っている人
この絵、もう少し陰影を強調すれば○○○○○○が出るよ
オバマ大統領が提唱。「○○○○ニューディール」政策
女性用襟巻で毛皮や羽毛で作ったもの
今日の会議の○○○は、「経済危機下の働き方」です
オリンピックなどで1 〜 3位になった選手の通称

「縁（えん）」の別の読み方。男女間の「○○○の糸」
「吉原」で花魁の自分を呼ぶ時の言い方のひとつ
「今日の飲み会、予算オーバーで○○が出てしまった」
そんなに○○を詰めて仕事してたら、まいっちゃうよ

「菜の花畑に入日うすれ……」の歌詞の題名「○○○月夜」
イギリスの通貨、ポンド、ペンス、その下は？
京都・広隆寺におわす半跏思惟の姿の仏さま
この問題に○○の素人の君が首を突っ込んじゃダメだ
沖縄名物の菓子「サーター○○○○○」
倒した獲物に○○○を刺す

「耳なし芳一」などの作がある小泉八雲の小説
現下の危機を打破するには、強い○○○○シップが必要だ
故事「○○より始めよ」。事を成すにはまず自ら動く
ことわざ「○○も玻璃も照らせば光る」
よく言います。「金の切れ目が○○の切れ目」
米軍撤退表明後のイラク、シーア派と○○○派の争いは？
菅原道真の句「東風吹かば匂いおこせよ梅の花……」「東風」の読み方は？
車に乗ったら、まずしよう○○○ベルト
一年を四等分した期間、経済報告で「第1○○○○」などと

●ヨコのカギ

●タテのカギ

応募先 〒 320−0806 宇都宮市中央 3-1-4　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用いたしません。

先
月
号
の
答
え : 

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー

● 

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

 

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

 

締
め
切
り
3
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

 

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
う
つ
病
」と
い
う
言
葉
は
、
今

で
は
普
通
に
会
話
の
中
で
使
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
本
当
に「
う

つ
病
」を
理
解
し
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
社
会
的
立
場
に
よ
る
変
化
も

影
響
し
ま
す
の
で
、
年
代
で
も
症

状
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
ま
ず
は

一
般
的
な
症
状（
サ
イ
ン
）を
学
び

ま
し
ょ
う
。

◎
う
つ
病
の
サ
イ
ン

　

う
つ
病
の
症
状（
サ
イ
ン
）に
は
、

心
の
変
化
だ
け
で
な
く
身
体
の
変

化
も
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の

を
あ
げ
て
み
ま
す
が
、
身
体
の
変

化
が
先
に
目
立
っ
て
現
れ
る
場
合

も
あ
る
の
で
、
も
し
こ
の
よ
う
な

サ
イ
ン
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
医
や
お
近
く
の
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
心
の
変
化
】

●

感
情
の
変
化 

気
分
が
沈
む
・
涙

も
ろ
く
な
る
・
不
安
が
あ
る
・
自
分

を
責
め
る
・
自
分
な
ど
い
な
い
方
が

良
い
と
考
え
る
・
死
に
た
く
な
る

●

意
欲
の
変
化 

や
る
気
が
出
な
い
・

集
中
力
が
減
っ
た
・
行
動
力
や
決

断
力
が
低
下
し
た
・
記
憶
力
が
低

下
し
た
・
興
味
や
関
心
が
な
く
な
る

（
新
聞
な
ど
を
読
ま
な
く
な
っ
た
）

【
身
体
の
変
化
】

眠
れ
な
い（
朝
早
く
起
き
て
し
ま

う
）・
食
欲
が
無
く
な
る
・
体
重
が

減
少
し
た
・
全
身
が
だ
る
い（
倦
怠

感
）・
頭
痛
や
耳
鳴
り
、
め
ま
い
が

す
る
・
吐
き
気
、
腹
痛
、
便
秘
や
下

痢
を
繰
り
返
す
・
性
欲
が
減
退
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
⑤

　

今
や
宇
都
宮
の
代
名
詞
と
な
っ
た
「
餃

子
」。
全
国
的
に
も
成
功
し
た
ま
ち
お
こ
し

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
宇
都
宮
の
餃
子
で

す
が
、
そ
も
そ
も
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
す
で
に

十
年
以
上
経
過
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
経
緯
、
手
法
だ
っ
た
の
か
、
知
ら
な

い
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
宇
都
宮
で
雑
誌
「
ｆ
ｏ
ｏ
ｇ
ａ
」

編
集
長
を
務
め
た
著
者
が
、
こ
の
ま
ち
お

こ
し
運
動
の
歴
史
や
特
徴
、
成
功
し
た
秘

訣
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
特
に
官

民
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
注
目
し
、
民
間

で
始
ま
っ
た
運
動
に
行
政
や
商
工
会
議
所

な
ど
が
加
わ
り
、
大
き
な
う
ね
り
に
な
っ
て

い
っ
た
点
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

最
終
章
で
は
、
宇
都
宮
の
事
例
か
ら
重

点
ポ
イ
ン
ト
を
抽
出
し
、
ま
ち
づ
く
り
関

係
者
に
役
立
つ
内
容
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

『
秘
訣
は
官
民
一
体　
　
　
　
　
　
　

　

ひ
と
皿
２
０
０
円
の
町
お
こ
し
』  

　

   　
　
　
　
　
　
五
十
嵐　

幸
子［
著
］

小
学
館 

7
3
5
円（
税
込
）

「
う
つ
病
」を

  

理
解
す
る
に
は
?

栃
木
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8-

6
7
3-

8
7
8
5
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校
地
面
積
は
、
校
舎
敷
地
だ
け
で
も

一
万
九
百
十
二
坪（
約
三・
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
）、
こ
れ
に
植
物
庭
園
、
実
験
農

場
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
約
六
万
八
千
坪

（
約
二
十
二・四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）に
も
及
ぶ

広
大
な
も
の
だ
っ
た
。

　

同
校
は
一
九
四
四（
昭
和
十
九
）年
四

月
、
宇
都
宮
農
林
専
門
学
校
と
改
称
。

戦
後
の
教
育
改
革
を
経
て
、
四
九（
昭

和
二
十
四
）年
に
は
新
制
宇
都
宮
大
学

農
学
部
へ
と
発
展
を
遂
げ
た
。
最
後
の

卒
業
式
と
閉
校
式
が
行
わ
れ
た
の
は
、

五
一（
昭
和
二
十
六
）年
三
月
十
五
日
の

こ
と
で
あ
る
。

宇都宮高等農林学校第39回

　
宇
都
宮
高
等
農
林
学
校
は
、一
九
二
二

（
大
正
十
一
）年
十
月
二
十
一
日
、
勅
令

第
四
四
一
号
に
よ
り
官
報
を
も
っ
て
設
置

が
公
布
さ
れ
た
。
農
学
科
、
林
学
科
、

農
政
経
済
学
科
か
ら
な
る
全
国
五
番

目
の
官
立
農
業
専
門
学
校
の
誕
生
で
あ

る
。
そ
の
背
景
に
は
第
一
次
世
界
大
戦

を
契
機
と
し
た
国
内
経
済
の
伸
張
と
、

入
学
志
願
者
の
急
増
、
そ
し
て
国
民
の

高
等
教
育
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が

あ
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
県
内
に
高
等
教
育
機
関
は

皆
無
で
あ
り
、
中
学
校
か
ら
上
級
学
校

へ
進
学
す
る
た
め
に
は
県
外
に
出
る
ほ

か
な
か
っ
た
。
一
九
一
八（
大
正
七
）年
、

原
内
閣
の
中
橋
徳
五
郎
文
相
に
よ
り
高

等
教
育
機
関
拡
張
計
画
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
と
、
県
民
の
間
か
ら
農
業
県
に

即
し
た
学
校
設
置
を
求
め
る
要
望
が
高

ま
っ
た
。
当
時
、
官
立
農
業
専
門
学
校

は
盛
岡（
一
九
○
二〈
明
治
三
十
五
〉年
）、

鹿
児
島（
一
九
○
八〈
明
治
四
十
一
〉年
）

の
わ
ず
か
二
校
。
学
校
創
設
は
急
務
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
一
九
一
八
年
十
二
月
の

県
議
会
決
議
を
経
て
、

平
塚
広
義
県
知
事
お
よ
び

中
橋
文
相
に
そ
の
旨
の
意

見
書
・
建
議
書
が
提
出
さ

れ
た
。
誘
致
に
向
け
た
文

相
宛
の
建
議
書
に
は「
仰
ギ

希
ク
ハ
閣
下
ガ
栃
木
県
ノ
民
意

ヲ
聴
納
シ
特
ニ
国
家
ノ
費
用
ヲ

以
テ
高
等
教
育
ニ
適
応
セ
ル
学

校
ヲ
本
県
ニ
設
置
セ
ラ
レ
ン
コ
ト

ヲ
」の
一
節
が
見
受
け
ら
れ
県
民

の
熱
い
思
い
が
う
か
が
え
る
。

　

設
置
条
件
と
し
て
建
設
費

八
十
九
万
円
の
半
額
が
県
の
負
担
と

さ
れ
、
設
置
の
内
示
を
受
け
た
県
議

会
で
は
大
正
八
年
度（
一
九
一
九
）か
ら

四
年
間
、
県
費
を
支
出
し
こ
れ
に
充
て

る
こ
と
を
決
議
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

す
べ
て
は
県
内
の
篤
志
家
の
寄
付
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
、校
地
が
河
内
郡
平
石
村（
現

宇
都
宮
市
峰
）と
同
郡
横
川
村（
現
宇

都
宮
市
横
川
地
区
）に
決
定
す
る
と
、

市
民
は
用
地
買
収
や
敷
地
の
整
理
な
ど

開
校
へ
協
力
。一
九
二
一（
大
正
十
）年
か

ら
校
舎
の
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

　

設
置
公
布
を
経
て
一
九
二
三（
大
正

十
二
）年
四
月
十
六
日
に
は
、
晴
れ
て

第
一
回
の
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
初
代

校
長
に
は
元
盛
岡
高
等
農
林
学
校
長
・

農
学
博
士
佐
藤
義
道
が
就
任
。
修
業

年
限
は
三
カ
年
だ
っ
た
。
創
立
当
時
の

宇都宮高等農林学校本館と
校歌の一節。右上は二荒山神社

三
月
十
七
日（
火
）

一
ツ
樅
の
獅
子
舞（
那
須
町
）　

三
月
十
七
日（
火
）
～
二
十
三
日（
月
）

岩
船
山
高
勝
寺
大
縁
日（
岩
舟
町
）　

　

岩
肌
を
出
し
た
山
に
は
死
者
の
霊
が
集
ま

る
と
い
う
信
仰
が
あ
り
、
彼
岸
の
間
は
多
く

の
参
拝
者
が
供
養
の
た
め
岩
船
山
を
訪
れ
る
。

三
月
二
十
九
日（
日
）

岩
崎
観
世
音
大
祭（
日
光
市
今
市
）

　

鶴
の
子
観
音
と
い
う
通
称
で
知
ら
れ
る
子

授
け
の
観
音
。
三
月
の
縁
日
に
は
参
拝
者
が

卵
を
持
っ
て
帰
り
、
子
供
に
恵
ま
れ
る
と
翌

年
二
つ
の
卵
を
返
す
と
い
う
習
慣
が
古
く
か

ら
続
い
て
い
る
。

三
月
二
十
九
日（
日
）

星
宮
神
社
の
太
々
神
楽（
矢
板
市
）

四
月
二
日（
木
）

輪
王
寺
強
飯
式（
日
光
市
日
光
）

　

山
伏
か
ら
山
盛
り
の
飯
を
食
べ
る
よ
う
責

め
た
て
ら
れ
る
。
無
病
息
災
・
家
内
安
全
を

祈
願
す
る
伝
統
行
事
。

四
月
三
日（
金
） 三
日
月
尊
天
大
祭（
壬
生
町
）

　
四
月
五
日（
日
）

行
道
山
浄
因
寺
の
花
ま
つ
り（
足
利
市
）

　

花
ま
つ
り
と
は
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
を
祝

う
行
事
。
浄
因
寺
で
は
こ
の
と
き
、
参
拝
者

に
お
斎（
と
き
）と
し
て「
一
杯
め
し
」が
出
さ

れ
る
。
こ
れ
を
食
べ
る
と
災
難
を
逃
れ
、
極

楽
へ
行
け
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

四
月
六
日（
月
） 

風
見
太
々
神
楽（
塩
谷
町
）

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20093月〜4月 弥生─卯月

旧講堂。現在、改修工事が行われている。
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栃
木
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
栃
木
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム（
若
年
者
職
業
訓
練
）の

企
業
実
習
受
け
入
れ
に
つ
い
て

題字：藤井　清 　名誉会頭 揮毫
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　今月号の特集は、｢不況突破のカギは、人材
育成です。｣と題し、商工会議所の検定を掲載
しました。
　企業では、検定資格を人事考課に反映させ
たり、優秀な人材を確保するため、資格の有無を採用基準
の一つにする傾向が強まっています。
　検定資格の有用性は言うまでもありませんが、企業内研
修の学習到達度の確認ツールや、従業員のモチベーション
アップ手段として、有効に活用いただければと思います。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
女
性
労
働
者
の
能

力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め
の
積
極
的
な
取
組

（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）」お
よ
び「
仕

事
と
育
児
・
介
護
と
の
両
立
支
援
の
た
め
の

取
組
」を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
企
業
を

公
募
し
、
表
彰
し
ま
す
。「
均
等
・
両
立
推

進
企
業
表
彰
基
準
※
」を
満
た
す
企
業
が
候

補
と
な
り
ま
す
。

■
表
彰
の
種
類

〈
均
等
・
両
立
推
進
企
業
表
彰
〉

○
厚
生
労
働
大
臣
最
優
秀
賞

〈
均
等
推
進
部
門
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド

リ
ー
部
門
〉

○
厚
生
労
働
大
臣
優
良
賞　

○
都
道
府
県
労

働
局
長
優
良
賞　

○
都
道
府
県
労
働
局
長
奨

励
賞

■
応
募
方
法　

応
募
用
紙
を
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
栃
木
労
働
局
雇

用
均
等
室
あ
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
応
募
用

紙
の
必
要
事
項
に
つ
い
て
ご
記
入
い
た
だ
き
、

栃
木
労
働
局
雇
用
均
等
室
あ
て
に
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

平
成
21
年
１
月
１
日
〜
３
月
31
日（
当
日
消

印
有
効
）

※
実
施
要
領
、
表
彰
基
準
お
よ
び
応
募
用
紙

は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/g

en
eral/

seido/koyou/kintou/koubo.htm
l

最
寄
り
の
市
役
所
・

町
役
場
の
統
計
担
当
課

栃
木
県
統
計
課

☎
6
2
3-

2
2
5
0

問合せ

栃
木
労
働
局
雇
用
均
等
室

〒
３
２
０
ー

０
８
４
５ 

宇
都
宮
市
明
保
野

町
１
ー

４ 

宇
都
宮
第
2
地
方
合
同
庁
舎

☎
６
３
３-

2
7
9
5

5
６
３
7-

5
9
9
8

問合せ

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

栃
木
セ
ン
タ
ー  

訓
練
第
一
課

☎
6
2
1-

0
6
8
9

問合せ

栃
木
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
度
均
等
・

両
立
推
進
企
業
表
彰
に
つ
い
て

　

我
が
国
に
お
け
る
産
業
構
造
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
統
計
調
査
を
一
部
統
合
・

整
理
し「
経
済
セ
ン
サ
ス
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

（
“セ
ン
サ
ス
”
と
は
、
対
象
す
べ
て
を
調
査
す
る

大
規
模
調
査
を
意
味
し
ま
す
。）

　

平
成
21
年
７
月
１
日
に「
経
済
セ
ン
サ
ス
ー

基
礎

調
査
」を
実
施
し
、
産
業
ご
と
の
事
業
所
数
な
ど
産

業
の
基
本
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
全
国

す
べ
て
の
企
業
・
事
業
所
を
対
象
に
、
名
称
や
所

在
地
、
従
業
員
数
、
行
っ
て
い
る
事
業
の
種
類
な

ど
を
調
査
し
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
６
月
か
ら
知
事
の
任
命
す
る
調
査

員
が
訪
問
し
調
査
票
を
配
布
・
回
収
し
ま
す
が
、

総
務
省
・
県
・
市
町
が
直
接
調
査
票
を
配
布
・
回

収
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

調
査
票
は
企
業
等
を
単
位
と
し
て
配
布
し
ま
す

の
で
、
支
所
等
分
に
つ
い
て
も
ま
と
め
て
回
答
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
頃
に
経
理
項
目
を
含
め
た
活

動
調
査
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
行
政
機
関
の
政
策
・
施
策

の
基
礎
資
料
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
経

済
活
動
で
も
様
々
な
形
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
情
報
は
保
護

さ
れ
、
厳
重
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
就
職
意
欲
を
も
っ
た
若
い
人
材
の
確
保
が
容
易
に

な
り
ま
す
し
、
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
は
当
セ
ン

タ
ー
の
訓
練
で
習
得
し
て
い
ま
す
の
で
、
新
人
教

育
の
訓
練
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

・
採
用
す
る
か
ど
う
か
、
実
習
時
に
能
力
と
適
性

を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
採
用
に
至
ら
ず
と
も
、
訓
練
を
実
施
し
つ
つ
若
い

労
働
力
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
指
導
す
る
立
場
の
従
業
員
を
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
へ

と
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
受
け
入
れ
を
お
願
い
す
る
実
習
生
の
訓
練
科
お

よ
び
訓
練
内
容
、
日
程
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
日
本
版

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム（
若
年
者
を
対
象
と
し
た
職
業

訓
練
）を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
と
は
、
お
お
む
ね

35
歳
未
満
の
若
者
を
対
象
と
し
た
６
カ
月
の
職
業

訓
練
コ
ー
ス
で
、
公
共
職
業
訓
練
施
設
で
実
施
す

る
職
業
訓
練
と
、
企
業
で
の
職
場
実
習
と
を
組
み

合
わ
せ
た
職
業
訓
練
コ
ー
ス
の
こ
と
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
若
年
者
の
職
業
的
自
立
を

促
進
す
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
日
本
版
デ
ュ

ア
ル
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

現
在
、
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
企
業
を

探
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
若
者
を
一
人
前
の
職

業
人
と
し
て
育
て
る
た
め
、
何
卒
企
業
実
習
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

○
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
企
業
側
の
メ
リ
ッ
ト

・
訓
練
修
了
後
に
実
習
生
を
社
員
と
し
て
採
用
す

　

１
４
０
０
年
も
の
長
い
歴
史
を
持

つ
「
畳
」
は
、
江
戸
時
代
中
期
ま
で
は

高
貴
な
人
だ
け
が
使
う
高
級
品
で
し
た
。

江
戸
後
期
の
寛
延
9
年
に
創
業
し
た
宇

都
宮
畳
工
業
㈱
の
始
ま
り
も
、
宇
都
宮

藩
主
戸
田
家
の
御
用
畳
師
。
宇
都
宮
城

の
畳
を
一
手
に
引
き
受
け
、
御
用
の
際

は
領
内
か
ら
腕
の
立
つ
職
人
を
集
め
て

藩
主
の
居
間
や
武
家
屋
敷
、
仲
間
部
屋

な
ど
の
畳
替
え
を
担
当
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
廃
藩
置
県
と
な
っ
た
明
治
以
降
は

町
屋
の
受
注
に
も
進
出
し
、
戦
時
中
は

陸
軍
御
用
達
を
務
め
ま
し
た
。
藩
か
ら

受
け
た
今
小
路
御
用
通
用
口
（
現
在
の
二

番
町
）
で
代
々
畳
店
を
営
ん
で
き
た
こ

と
か
ら
、
畳
業
界
で
は
「
今
小
路
」
の

名
で
通
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
欧
米
化

と
と
も
に
日
本
の
住
宅
は
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。
今
や
、
和
室
が
一
部
屋
も

な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
や
建
売
り
住
宅
も
珍

し
く
な
い
時
代
。
以
前
の
ワ
ラ
床
を
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
変
え
た
軽
量
畳
や
、

い
草
を
使
わ
な
い
新
素
材
の
畳
表
、
ア

レ
ル
ギ
ー
の
発
症
を
抑
え
る
健
康
畳
な

ど
、
新
し
い
機
能
を
備
え
た
畳
の
商
品

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

 

「
和
モ
ダ
ン
の
カ
ラ
ー
畳
を
市
松
に
敷

く
な
ど
、
昔
は
実
用
品
だ
っ
た
畳
が
今

は
装
飾
品
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
神
社
仏
閣
や

武
道
場
、
茶
室
な
ど
で
は

昔
な
が
ら
の
畳
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
伝
統
を
残
し
な

が
ら
、
細
分
化
す
る
顧
客

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
店

で
な
く
て
は
継
続
は
で
き

ま
せ
ん
」
と
経
営
の
難
し

さ
を
話
す
社
長
の
坂
井
治

夫
さ
ん
。
昭
和
か
ら
平
成

に
か
け
て
畳
を
取
り
ま
く

状
況
が
最
も
変
化
し
た
時

期
に
社
長
に
就
任
し
た
後
、
い
ち
早
く

顧
客
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
対
応
で
事
業
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
５
年
に
は
、
少
人
数
で
量
産
が
可

能
な
製
造
設
備
と
倉
庫
機
能
を
備
え
た

上
田
原
工
場
を
新
築
。
長
男
の
俊
彦
常

務
と
と
も
に
社
内
の
製
品
管
理
や
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
平
成
13

年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
２
認
証
を
取
得
す

る
な
ど
、
そ
の
先
見
性
あ
ふ
れ
る
取
り

組
み
は
、
業
界
で
も
先
駆
け
と
し
て
注

目
の
的
と
な
り
ま
し
た
。

 

「
当
社
に
は
１
０
０
年
以
上
の
お
つ
き
合

い
の
お
客
さ
ま
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

品
質
の
優
れ
た
畳
を
作
る
の
は
当
た
り

前
。
し
か
し
、
時
代
が
求
め
る
ス
ピ
ー

ド
や
建
築
業
界
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
に
は
機
械
化
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し

た
」。
そ
の
積
極
的
な
事
業
展
開
を
支

え
た
の
は
、『
顧
客
満
足
の
た
め
よ
り
良

い
製
品
を
よ
り
早
く
よ
り
安
く
提
供
し
、

顧
客
の
信
頼
を
得
る
』
と
い
う
品
質
方

針
。
こ
の
顧
客
第
一
、
品
質
本
位
の
精

神
こ
そ
が
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た

同
社
の
誇
り
で
す
。

　

設
備
を
整
え
次
代
に
事
業
を
継
承
し

た
い
…
…
そ
ん
な
思
い
も
あ
っ
て
設
立
し

た
と
い
う
上
田
原
工
場
に
は
、
関
東
に

１
台
と
い
う
機
械
を
は
じ
め
数
々
の
機

械
が
並
び
、
１
枚
約
５
分
〜
10
分
と
い

う
ス
ピ
ー
ド
で
畳
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

そ
の
奥
に
は
、
昔
な
が
ら
の
床
針
を
使

い
畳
を
縫
う
若
い
社
員
の
姿
。

 　
「
ど
ん
な
に
機
械
化
が
進
ん
で
も
、
柱

に
合
わ
せ
て
切
り
込
ん
だ
り
、
ア
ー
ル
型

に
仕
上
げ
る
に
は
、
手
作
業
で
な
い
と
対

応
で
き
ま
せ
ん
。
技
術
の
継
承
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
」
と
熱
心
に
後
進
の
指
導

に
あ
た
る
俊
彦
常
務
。
畳
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

化
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
業
界
が
変
革
の

と
き
を
迎
え
る
中
「
先
が
読
み
に
く
い
業

界
で
す
」
と
厳
し
い
表
情
を
見
せ
な
が
ら

も
、
決
し
て
手
綱
を
緩
め
ず
、
経
営
改
善

の
道
を
模
索
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
、
店
先
で
長
い
針
を
器
用
に
使
っ
て
畳
を
作
る
職
人
の
姿
を
目
に
す
る
こ
と
は

滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
素
足
に
触
れ
る
や
さ
し
い
感
触
や
ゴ
ロ
ン
と
横
に

な
っ
た
と
き
の
心
地
よ
さ
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
人
の
心
を
惹
き
つ
け
ま
す
。

　
和
の
伝
統
が
息
づ
く「
畳
」を
作
り
続
け
る
老
舗
を
訪
ね
ま
し
た
。

伝
統
を
残
す
た
め
に
、対
応
力
を
強
化

宇
都
宮
畳
工
業
株
式
会
社    

寛
延
9
年（
１
７
5
6
年
）創
業

代表取締役坂井治夫氏（右）と、常務取締役坂井俊彦氏
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と呼ばれる畳道具
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地
元
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム「
栃
木

S
C
」が
J
リ
ー
グ
に
挑
ん
だ
4
年
間

を
、
下
野
新
聞
の
記
者
が
丹
念
な
取

材
で
ま
と
め
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で

す
。
全
体
を
四
章
に
分
け
、
躍
動
感

あ
る
写
真
を
用
い
な
が
ら
J
2
昇
格

に
向
け
た
チ
ー
ム
の
悲
喜
交
々
を
追

い
ま
し
た
。

　

第
1
章
は
J
リ
ー
グ
参
入
を
宣
言

し
、
過
去
最
高
の
成
績
を
あ
げ
た

2
0
0
5
年
を
描
い
た『
J
宣
言
』。

第
2
章
は「
株
式
会
社
栃
木
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
」設
立
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
奮

闘
、
準
加
盟
申
請
継
続
審
査
な
ど

2
0
0
6
年
を
追
っ
た『「
準
加
盟
」

の
壁
』。
第
3
章
は
2
0
0
7
年
の

出
来
事
。
プ
ロ
選
手
の
獲
得
、
待
望

の
準
加
盟
承
認
、
そ
し
て
長
い
ト
ン

ネ
ル
に
苦
悩
す
る
チ
ー
ム
と
、
そ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
追
っ
た『
夢
散
』。
そ

　

白
沢
宿
は
奥
州
街
道
第
一
の
宿
場
に
あ

た
り
ま
す
。
江
戸
か
ら
三
十
里
四
町
二
十

間（
約
一
二
○
キ
ロ
）、
宇
都
宮
宿
に
は
二

里
二
十
八
町（
約
一
一
キ
ロ
）の
場
所
に
位
置

し
、
鬼
怒
川
の
渡
船
場
や
阿
久
津
河
岸
を

控
え
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

江
戸
時
代
後
期
の
一
八
四
三（
天
保
十
四
）年

に
は
、
本
陣
・
脇
本
陣
各
一
軒
、
旅
籠
十
三

軒
が
軒
を
連
ね
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
今
で

も
白
沢
の
街
に
は
、
道
路
の
両
側
に
コ
イ

が
泳
ぐ
水
路
が
流
れ
、
寺
社
が
点
在
す
る

な
ど
宿
場
の
面
影
が
い
た
る
所
に
残
り
訪

れ
る
人
を
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
。

　
「
白
沢
宿
七
福
神
め
ぐ
り
」の
ス
タ
ー
ト

は
河
内
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
（
旧
河
内
町

役
場
）。
広
い
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
の
で
車

は
こ
ち
ら
に
止
め
て
く
だ
さ
い
。
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
あ
る
交
差
点
を
渡
り
白
沢

宿
に
向
か
っ
て
歩
き
出
す
と
数
分
で
右
側
に

寿
老
人（
健
康
・
長
寿
の
神
）が
立
つ「
白
沢

地
蔵
堂
」。
そ
の
由
来
と
伝
説
が
記
さ
れ
た

看
板
が
目
を
惹
き
ま
す
。

　

続
い
て
向
か
う
の
が
大
黒
天
の
あ
る
白

沢
の
鎮
守
様「
白
髭
神
社
」。
空
に
向
か
っ

て
枝
を
伸
ば
す
大
エ
ノ
キ
を
右
手
に
見
な

が
ら
、
や
げ
ん
坂
を
下
っ
て
い
く
と
Ｔ
字
路

に
突
き
当
た
り
ま
す
。
こ
こ

が
白
沢
宿
の
入
口
。
通
り
を

左
手
に
進
む
と
、
風
情
あ
る

家
並
み
が
続
き
、
村
社
白
髭

神
社
と
刻
ま
れ
た
の
石
柱
と

石
の
鳥
居
が
目
に
入
り
ま
す
。

旧
本
陣
宇
加
地
家
を
右
に
見

な
が
ら
大
谷
石
の
石
塀
に
挟

ま
れ
た
参
道
を
進
み
、
長
い

石
段
を
登
る
と
愛
ら
し
い
大

黒
天（
開
運
・
子
孫
繁
栄
の
神
）

が
お
出
迎
え
。
こ
こ
か
ら
は

白
沢
宿
が
一
望
で
き
ま
す
。

　

来
た
道
を
通
り
に
戻
り
、

さ
ら
に
左
に
進
み
、
豆
腐
屋
さ
ん
の
脇
路

地
を
左
に
入
る
と
布
袋
尊（
福
徳
・
円
満

の
神
）の
あ
る
古
刹「
明
星
院
」。
そ
し
て
、

山
際
の
小
路
を
左
手
に
抜
け
る
と
毘
沙
門

天（
病
気
・
厄
除
け
の
神
）が
立
つ「
薬
師
堂
」

の
堂
宇
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
宇
加
地
家
の

墓
所
が
威
厳
あ
る
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　

白
沢
宿
の
突
き
当
た
り
が
、
杉
玉
が
下

が
る
沢
姫
酒
蔵
。
信
号
を
右
折
し
て
橋
を

渡
り
、
河
内
郵
便
局
を
左
に
見
な
が
ら
田

ん
ぼ
の
一
本
道
を
直
進
す
る
と
バ
ス
の
折

り
返
し
地
点
が
あ
る
白
沢
河
原
バ
ス
停
に

到
達
し
ま
す
。「
開
田
之
碑
」の
脇
に
立
つ

の
が
福
禄
寿（
縁
結
び
・
長
寿
の
神
）で
、

西
鬼
怒
川
の
川
風
が
気
持
ち
よ
い
場
所
。

七
福
神
め
ぐ
り
は
こ
こ
で
半
分
、
一
休
み

す
る
の
に
最
適
で
す
。

　

来
た
道
を
戻
り
、
郵
便
局
の
手
前
か
ら

小
川
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
た
木
道
を
南
に

進
む
と
北
野
神
社
の
鳥
居
が
見
え
て
き
ま

す
。
こ
こ
に
鎮
座
す
る
の
が
恵
比
寿（
商

売
繁
盛
の
神
）。
あ
た
り
に
は
小
川
を
巧
み

に
取
り
込
ん
だ
白
沢
公
園
が
広
が
り
ま
す
。

　

水
車
を
横
に
見
な
が
ら
、
さ
ら
に
木
道

を
進
む
と
七
福
神
め
ぐ
り
最
後
の
弁
財
天

（
安
産
の
神
）が
鎮
座
す
る「
須
賀
神
社
」の

林
。
堂
宇
の
周
り
に
は
石
の
祠
や
聖
徳
太

子
と
刻
ま
れ
た
石
塔
が
立
ち
並
び
、
歴
史

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

全
行
程
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
も
一
時
間
半

あ
れ
ば
十
分
な
初
心
者
コ
ー
ス
で
す
。
こ

の
週
末
に
で
も
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

J
2
昇
格
は
い
か
に
達
成
さ
れ
た
か
。

地
元
記
者
が
追
っ
た
1
3
4
0
日
。

し
て
最
終
章
の
第
4
章

は「
俺
た
ち
に
ま
か
せ

ろ
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
J
リ
ー
グ
昇
格

を
目
指
し
て
闘
い
抜
い

た
栄
光
の『
誇
り
高
き

者
た
ち
』。
い
ず
れ
も

読
み
応
え
十
分
。
サ
ッ

カ
ー
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と

も
決
し
て
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
。

　

著
者
は
こ
う
言
い
切
り
ま
す
。『「
日

本
一
影
が
薄
い
県
」な
ん
て
も
う
言
わ

せ
な
い
。
栃
木
に
は
誇
り
高
き
戦
士

が
い
る
。
こ
ん
な
に
も
心
を
揺
さ
ぶ

る
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
栃
木
に
は
あ

る
。
そ
の
こ
と
を
誇
り
に
す
る
お
れ

た
ち
が
い
る
』。
ぜ
ひ
ご
一
読
を
。

栃
木
S
C
推
薦
。
県
内
主
要
書
店
で
発
売
中
！！

随想舎新刊案内

栃木SC　Jへの軌跡
大塚順一　発行＝CRT栃木放送
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「
百
年
に
一
度
」が
大
手
を
振
っ
て
ま
か

り
通
っ
て
い
る
。
そ
の
呪
文
さ
え
唱
え
れ

ば
、
限
り
な
く
禁
じ
手
に
近
い
金
融
政
策

も
財
政
出
動
も
許
さ
れ
る
。
リ
ス
ト
ラ
に

派
遣
切
り
に
就
職
内
定
取
り
消
し
も
許
さ

れ
る
。
そ
ん
な
雰
囲
気
の
昨
今
で
あ
る
。

　

む
ろ
ん
日
本
だ
け
で
は
な
い
。
世
界
同

時
不
況
の
震
源
地
・
米
国
は
、
金
融
機
関

の
み
な
ら
ず
、
自
動
車
大
手
な
ど
私
企
業

へ
も
政
府
融
資
を
広
げ
、
そ
の
傘
下
の
自

動
車
ロ
ー
ン
を
扱
う
金
融
子
会
社
に
ま
で

資
本
注
入
し
、
そ
の
注
入
を
テ
コ
に
、
す

で
に「
金
利
ゼ
ロ
」の
自
動
車
ロ
ー
ン
が
登

場
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
驚
く
ほ
か
な
い
。

政
府
が
税
金
を
投
入
し
て
自
動
車
販
売
を

支
援
す
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
市
場
原
理

も
競
争
原
理
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

一
方
、
欧
州
も
負
け
て
は
い
な
い
。
あ

の
手
こ
の
手
の
自
動
車
産
業
へ
の
支
援
を

は
じ
め
、
所
得
補
て
ん
に
社
会
保
障
費
肩

野口　誠一 （のぐち・せいいち）

　1930年東京生まれ。日本大学卒。55年に玩
具メーカーを設立。急成長を遂げたものの、ド
ルショックと放漫経営がたたり77年に倒産。翌
78年「倒産者の会」設立を呼び掛け「八起会」
を起こす。「倒産 110番（03-3835-9510）」を
中心に、再起・整理・人生相談まで無料奉仕。
著書に『修羅場の人間学』（東洋経済新報社）、

『こんな社長が会社をつぶす！』（日本実業出版
社）、『幸せをあきらめない』（致知出版社）、『家
族の力』（祥伝社新書）など。

　

昨
今
、
何
か
と
存
在
感
の
薄
い
商
品
が

「
時
計
」か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、

別
に
腕
時
計
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
り
室

内
に
時
計
が
な
く
て
も
、
携
帯
電
話
や
テ

レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
冷
蔵
庫
や
万
歩
計

ま
で
、
身
の
回
り
に
時
刻
を
知
ら
せ
て
く

れ
る
グ
ッ
ズ
が
あ
ふ
れ
る
便
利
な
世
の
中

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
時
代
に
も
健
在
な
の
が
、
会
社

勤
め
や
学
生
に
は
欠
か
せ
な
い「
目
覚
ま

し
時
計
」だ
。
し
か
も
最
近
は
、
遊
び
心

に
満
ち
た
珍
種
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
昨
年
11
月
に
発
売
さ
れ
た

「
ガ
ン　

オ
ク
ロ
ッ
ク
」は
指
定
の
時
刻
に

な
る
と
ア
ラ
ー
ム
音
と
と
も
に
ピ
ン
と
起

き
上
が
る
射
的
の「
ま
と
」を
専
用
ガ
ン
で

撃
た
な
い
と
音
が
止
ま
ら
な
い
仕
掛
け
。

さ
ら
に
、
飛
行
機
の
離
陸
時
の
エ
ン
ジ
ン

音
と
と
も
に
プ
ロ
ペ
ラ
が
飛
び
出
す「
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
・
ア
ラ
ー
ム
ク
ロ
ッ
ク
」や
、
映

流は

や

り行
も
の
か
ら
見
え
る
も
の

楽
し
く
遊
ん
で
布
団
を
脱
出
！

ー
珍
種
の
目
覚
ま
し
時
計
が
人
気
ー

Ｎ
Ｍ
Ｌ
野
村
オ
フ
ィ
ス　

代
表　

 

野
村　

正
樹 

野村　正樹（のむら・まさき）

　１９４４年神戸生まれ。慶應義塾大学経済学部卒。
67年サントリー㈱に入社。94年サントリーミュージ
アム「天保山」を開館し、広報部長に就任。86年
には『殺意のバカンス』で推理作家としてデビュー。
現在､ ＮＭＬ野村オフィス代表として、マーケティン
グ、広告、サラリーマンのライフデザイン、トレンド・
世代論、都市論、推理小説などの著作・講演活動に
専念。近著は『嫌なことがあったら電車に乗ろう』

（日経ビジネス文庫）、『鉄道ダイヤに学ぶタイムマ
ネジメント』（講談社α文庫）など。

失
敗
か
ら
学
ぶ
企
業
再
生

 

貸
し
渋
り
に
備
え
よ

八
起
会
会
長　

野
口　

誠
一

代
わ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
減
免
と
、
Ｅ

Ｃ
各
国
と
も
何
で
も
あ
り
で
あ
る
。
い
ま

や
世
界
中
の
企
業
が
政
府
の
ス
カ
ー
ト
の

う
し
ろ
に
隠
れ
、
息
を
ひ
そ
め
て
い
る
と

言
っ
て
い
い
。
そ
の
光
景
こ
そ
百
年
に
一

度
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
が
、
い
ま
は

そ
の
是
非
を
問
う
ま
い
。

　

経
営
は
環
境
適
応
業
で
あ
る
。
八
起
会

の「
危
な
い
経
営
者
十
カ
条
」の
な
か
に
も
、

「
経
済
環
境
を
読
め
な
い
経
営
者
」と
い
う

一
項
が
あ
る
が
、
中
小
企
業
は
と
も
か
く

い
ま
、
百
年
に
一
度
の
危
機
に
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
起
き
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
貸
し
渋
り
、
貸
し
は
が
し

で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
な
け
れ
ば
ど
う

に
も
な
ら
な
い
。
金
融
機
能
強
化
法
も
信

用
保
証
枠
の
拡
大
も
、
当
て
に
は
な
ら
な

い
。
メ
ガ
バ
ン
ク
で
さ
え
不
良
債
権
処
理

損
失
と
保
有
株
式
減
損
処
理
に
迫
ら
れ
、

増
資
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

　

し
か
し
、
悪
く
な
い
動
き
も
あ
る
。
一

部
の
自
治
体
が
中
小
企
業
融
資
に
動
い
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
動
き
を
逆
手
に

取
り
、
地
元
の
経
済
団
体
な
ど
が
結
束
し
、

「
な
ぜ
わ
が
町
、
わ
が
市
、
わ
が
区
は
そ

れ
が
で
き
な
い
の
か
」と
騒
ぎ
立
て
、
自

治
体
へ
し
つ
こ
く
陳
情
し
た
ほ
う
が
い
い
。

今
は
と
に
か
く
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。

画『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』の
ロ
ボ
ッ
ト
が
轟

（
ご
う
）音
を
立
て
て
部
屋
中
を
走
り
回
る

ア
メ
リ
カ
製
の「
ナ
ン
ダ
ク
ロ
ッ
キ
ー
」な

ど
も
登
場
し
て
い
る
。

　

商
品
の
購
買
層
は
20
代
の
若
者
。
中
で

も
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
・

高
田
馬
場
駅
の『
鉄
腕
ア
ト
ム
』や
恵
比
寿

駅
の『
第
三
の
男
の
テ
ー
マ
』な
ど
の
電
車

の
発
着
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
鳴
る「
山
手
線
"駅

メ
ロ
"
目
覚
ま
し
時
計
２
」だ
と
い
う
。

　
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」と
い
う
言
葉
も
あ

る
が
、
眠
気
が
増
す
春
の
朝
も
遊
び
感
覚

で
目
覚
め
ら
れ
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　

確
か
に
、
こ
う
し
た
ヒ
ッ
ト
商
品
か
ら

は
３
つ
の
教
訓
が
学
べ
そ
う
だ
。

　

１
つ
に
は
、
時
代
や
消
費
構
造
の
変
化

で
売
り
上
げ
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
業
態
や
業
種
で
も
、
既
存
の
技
術
を

ベ
ー
ス
に
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
み
出

し
た
会
社
で
は
Ｖ
字
回
復
が
か
な
う
と
い

う
こ
と
。

　

２
つ
に
は
、
ヒ
ッ
ト
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

機
能
性
と
同
時
に「
遊
び
心
」や「
ゲ
ー
ム

感
覚
」が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

　

３
つ
に
は
、
た
だ
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
で
は
な
く
て
、
顧
客
の
切
実
な
欲

求（
目
覚
ま
し
時
計
な
ら
ば
仕
事
の
大
敵

で
あ
る
朝
寝
坊
を
避
け
た
い
）を
満
た
し

た
生
活
密
着
型
の
ア
イ
テ
ム
は
不
滅
な
こ

と
。

　

こ
の
大
不
況
を
乗
り
切
れ
る
の
は
、
そ

う
し
た
ヒ
ッ
ト
商
品
へ
の
挑
戦
に
い
ち
早

く
"目
覚
め
た
会
社
"
か
も
し
れ
な
い
。
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